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令和２年第２回（６月）大郷町議会定例会会議録第１号 

令和２年６月２日（火） 

                                    

応招議員（１４名） 

   １番 吉 田 耕 大 君    ２番 佐 藤   牧 君 

   ３番 赤 間 茂 幸 君    ４番 大 友 三 男 君 

   ５番 佐 藤 千加雄 君    ６番 田 中 みつ子 君 

   ７番 熱 海 文 義 君    ８番 石 川 壽 和 君 

   ９番 和 賀 直 義 君   １０番 高 橋 重 信 君 

  １１番 石 垣 正 博 君   １２番 千 葉 勇 治 君 

  １３番 若 生   寬 君   １４番 石 川 良 彦 君 

                                       

出席議員（１４名） 

   応招議員と同じ 

                                       

欠席議員（ ０名） 

   な  し 

                                       

  地方自治法第 121条の規定により、会議事件説明のため本議会に出席した

者は、次のとおりである。 

町長     田 中   学 君  副町長    武 藤 浩 道 君 

教育長    鳥 海 義 弘 君  参事(特命担当) 千 葉 伸 吾 君 

総務課長   浅 野 辰 夫 君  財政課長   熊 谷 有 司 君 

まちづくり政策課長 伊 藤 義 継 君  税務課長   小 野 純 一 君 

町民課長   千 葉   昭 君  保健福祉課長 鎌 田 光 一 君 

農政商工課長 高 橋   優 君  地域整備課長 三 浦   光 君 

会計管理者  片 倉   剛 君  学校教育課長 菅 野 直 人 君 

社会教育課長 千 葉   恭 君   

                                       

事務局出席職員氏名 

 事務局長 遠藤龍太郎  次長 齋藤由美子  主事 髙橋将吾 

                                       

議事日程第１号 

  令和２年６月２日（火曜日） 午前１０時開会 

 日程第１  会議録署名議員の指名 
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 日程第２  会期の決定 

 日程第３  議長の諸般の報告 

 日程第４  委員会報告 

 日程第５  町長の行政報告 

 日程第６  一般質問〔４人 ７件〕 

 日程第７  陳情第１号  ２０２１年度介護保険法改定に向け介護保険制

度の抜本改善を求める国への意見書提出を求め

る陳情書 

 日程第８  委発第１号  ２０２１年度介護保険法改定に向け介護保険制

度の抜本改善を求める国への意見書提出を求め

る意見書（案） 

                                

本日の会議に付した案件 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  議長の諸般の報告 

 日程第４  委員会報告 

 日程第５  町長の行政報告 

 日程第６  一般質問〔４人 ７件〕 

 日程第７  陳情第１号  ２０２１年度介護保険法改定に向け介護保険制

度の抜本改善を求める国への意見書提出を求め

る陳情書 

 日程第８  委発第１号  ２０２１年度介護保険法改定に向け介護保険制

度の抜本改善を求める国への意見書提出を求め

る意見書（案） 

                                    

午 前 １０時００分  開 会 

議長（石川良彦君） 皆さん、おはようございます。 

    ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますの

で、これより令和２年第２回大郷町議会定例会を開会いたします。 

    直ちに本日の会議を開きます。 

    本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                                    

日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（石川良彦君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署
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名議員は会議規則第110条の規定により、13番若生 寬議員及び１番吉

田耕大議員を指名いたします。 

                                    

日程第２ 会期の決定 

議長（石川良彦君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

    お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月４日までの３日間と

したいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 異議なしと認めます。よって、会期は本日から６月４日

までの３日間と決定いたしました。 

                                    

日程第３ 議長の諸般の報告 

議長（石川良彦君） 日程第３、議長の諸般の報告を行います。 

    私から報告いたしますが、お手元に配付した報告書により報告にかえ

させていただきます。 

                                    

日程第４ 委員会報告 

議長（石川良彦君） 次に、日程第４、委員会報告を行います。 

    各常任委員会の閉会中における所管事務調査について各委員長より報

告を求めます。まず、総務産業常任委員長 熱海文義議員。 

総務産業常任委員長（熱海文義君） ……（委員会報告書を朗読）……（朗読

文省略）……（報告書は末尾に掲載）……以上でございます。 

議長（石川良彦君） 次に、教育民生常任委員長 赤間茂幸議員。 

教育民生常任委員長（赤間茂幸君） ……（委員会報告書を朗読）……（朗読

文省略）……（報告書は末尾に掲載）……以上です。 

議長（石川良彦君） 以上をもって、委員会報告を終わります。 

                                           

日程第５ 町長の行政報告 

議長（石川良彦君） 次に日程第５、町長の行政報告をいただきます。町長。 

町長（田中 学君） 皆さん、おはようございます。 

    行政報告を申し上げます。 

    本日、ここに令和２年第２回大郷町議会定例会を招集いたしましたと

ころ、議員の皆様におかれましては、時節柄大変御多用の折御出席を

賜り、誠にありがとうございます。 

    今定例会に提案いたします議案の説明に先立ちまして、３月の第１回
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定例会以降の行政報告を申し上げます。 

    世界中を震撼させてございます新型コロナウイルスについては、全国

民を挙げた取り組みが功を奏し、緊急事態宣言が全都道府県で解除と

なり、収束の兆しが見え始めてございますが、感染拡大の第２波が訪

れることが予想されてございますので、これを見据えた、本町として

できる対策を講じてまいりたいと考えております。 

    ここで、コロナウイルス感染症によりお亡くなりになられた方々に哀

悼の意を表するとともに、御遺族には心よりお悔やみ申し上げます。 

また、日夜、医療体制を最前線で支えております医療従事者の皆様

に対し、敬意を表するとともに、深く感謝を申し上げます。 

    このたび、町議会から議会費を削減し、その財源を新型コロナウイル

ス対策事業に充ててほしいという、大変ありがたい申入れがございま

したことにつきまして、この場をお借りして改めて御礼を申し上げま

す。ありがとうございました。 

    新型コロナウイルスの影響により、３月から休校しておりました小・

中学校については、５月７日、８日に入学式や始業式を終え、12日よ

り分散登校を実施しておりましたが、６月１日、昨日から授業を再開

してございます。同様に、町内のこども園や保育園、放課後児童クラ

ブも保育事業を開始しております。 

    社会教育・体育施設については、３月から感染拡大予防対策として、

使用自粛並びに休館としておりましたが、緊急事態宣言解除を受け、

６月１日より一部使用制限は設けておりますが、利用可能としたとこ

ろでございます。 

    公民館事業については、趣味や健康・生きがいづくりのための各種教

室・講座についても４月開講を延期しておりましたが、６月から順次

開講を予定しており、併せて、図書室についても再開しておりますの

で、町民の皆様に御利用いただければ幸いと思います。 

    緊急事態宣言解除となりましたが、国民には新しい生活様式の徹底が

求められているところであり、本町の大きなイベントとして町民の皆

様や近隣の方々が毎年楽しみにしていたおおさと夏まつり、生涯学習

フェスティバルやファミリーマラソンなどのおおさと秋まつりの二大

事業の中止を余儀なくされたところであり、建町記念式典は規模を縮

小した形での開催を予定してございます。 

    全町民に対し、一律10万円を交付する特別定額給付金事業について

は、５月７日から郵送分の申請受付を開始し、５月までに約2,600世帯
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の給付を完了したところであります。 

本町独自のコロナウイルス対策事業としては、町内全世帯に１万円

分を配付する商品券発行事業や、中小企業者向けの事業継続支援交付

金事業、全畜産農家に対する畜産特別対策交付金事業などを創設し、

関連予算を今定例会の補正予算に計上しておりますので、後ほど御審

議をお願いいたしたいと思います。 

    次に、昨年の台風19号災害の復旧・復興事業に関して御報告を申し上

げます。 

    まず、大郷町復興再生ビジョンについては、６月を目途に策定し、今

後はこのビジョンに基づき、本町の復興・再生に向けた各種施策を総

合的に推進してまいります。 

    中粕川地区の復興まちづくりについては、決壊した吉田川の堤防改修

計画案が３月に国土交通省から町や議会に示され、その後、住民説明

会開催後、現在、用地調査を行っている段階であります。 

一方、町では、３月に実施した住民意向調査の結果に基づき、５月

24日に復興まちづくり説明会を開催いたしました。今後は、中粕川地

区で立ち上げた復興推進委員会と協議を進めながら、個別相談によ

り、住宅再建に向けた支援を図ってまいります。 

    被災した農業機械やハウスなどの更新、園芸種子助成などの営農再開

補助金については、その大半を５月末までに各農家へ交付完了したと

ころであります。 

被災家屋の公費解体については、４月までに35件の申込みがあり、

個々の所有者と協議しながら、順次解体に着手しております。なお、

コロナウイルスの影響により、申請期限を７月末まで延長してござい

ます。 

    国民健康保険や後期高齢者医療における医療機関で支払う窓口負担金

の一部免除についても、被災者支援として令和２年９月まで期間延長

としております。 

    被災した道路や河川、農地、農業用施設などの国災事業については、

３月末から順次、復旧工事を発注するとともに、町単独事業について

も、災害発生以来、随時、復旧工事を発注しており、早期復旧に向け

全力を挙げて対応しているところでございます。 

    次に、主要施策に基づく諸事業について御報告を申し上げます。 

    産業振興に関しては、ＪＡ新みやぎが事業主体であるカントリーエレ

ベーター建設工事につきましては、国の事業採択を受け、６月中に工
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事着手を予定しており、良質な大郷産米の安定供給に大きく寄与する

ものと期待をしているところであります。 

    本町の観光拠点である道の駅おおさとについては、本年３月期までの

売上げが昨年同期の1.2倍となる３億7,000万円となり、着実に売上げ

を伸ばしておりますが、さらなる売上げ向上と顧客確保に努めるよ

う、地域振興公社と連携を図ってまいりたいと考えております。 

    生活基盤の整備については、生活道路鶴野線の舗装工事、畑ノ中前畑

線の改良工事に着手しており、今後は、町道柏木原小梁川線の測量設

計業務の発注を予定しております。 

    各種健診事業に関しては、４月、５月の健診を延期しておりました

が、日程を再調整し、６月中旬以降に実施していります。 

    学校教育に関しては、５月に大郷町子どもの心のケアハウスとらいあ

んぐるを文化会館内に開設いたしましたので、まさにトライアングル

のように家庭・学校・ケアハウスが協働して、何らかの事情を抱え小

・中学校の学校生活になじめない児童生徒のサポート体制を充実して

まいりたいと考えております。 

また、４月から教育委員会に指導主事を配置し、学校の教育課程、

学習指導、教育相談などの実務指導を行い、各学校との連携を密にし

てまいります。 

    次に、今定例会に提案しております議案の内容を申し上げます。 

    承認関係では、専決処分として、大郷町税条例の一部改正を、報告関

係では令和元年度各種会計の繰越事業の繰越計算書４件を上程いたし

ます。人事関係では、教育委員の任期満了に伴う再任同意１件、一般

議案では国民健康保険条例の一部改正など３件について御提案いたし

ます。予算関係では、令和２年度一般会計、国民健康保険特別会計及

び水道事業会計の補正予算３件を上程いたします。 

    詳細につきましては、後刻、担当課長より説明を申し上げますので、

御審議の上、御可決賜りますようお願いを申し上げ、行政報告といた

します。ありがとうございました。 

議長（石川良彦君） 以上で、町長の行政報告を終わります。 

    ここで、10分間休憩といたします。 

午 前 １０時２８分  休 憩 

午 前 １０時３７分  開 議 

議長（石川良彦君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 
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日程第６ 一般質問 

議長（石川良彦君） 次に、日程第６、一般質問を行います。 

    質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

    11番石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） これからの大郷の子供たちが生きていくのに必要な能力

といいますか、それを身につけるには、各学校であれ家庭であれ、ま

たその授業に、または生活に、常にＩＣＴを活用できるような環境、

状況というものが、今回のこのコロナウイルスの関係で非常に必要不

可欠なものであるなというような、そういう感じを受けました。仕事

するのはテレワークだったり、またはＩＣＴ教育、それからオンライ

ン学習、これらがどんどんどんどん報道をにぎわせているわけであり

まして、文科省においても2020年第１次補正予算において2,200億円、

2,200ちょっと数字忘れましたがその数字を予算計上して、そしてこの

本町においても、それをことし２億幾らでしたか、それを使ってＧＩ

ＧＡスクールネットワーク構想を早くやる、そういう前倒しの予算だ

ということであります。 

    そういうことでやはり学校と家庭というもの、これをしっかりと学習

できるような対応、大人もそうなんです、子供もそうなんです。そう

いうことをしっかりと結びつけていくことが、これからは非常に大事

だということをよく感じました。そんなことで、一般質問をいたした

いと思います。 

    大綱１番といたしまして、学校のＩＣＴ化推進を急げということであ

ります。これから生きていく子供たちにとってＩＣＴ教育は最も必要

なことで、重要なことであります。国では、令和５年までにＧＩＧＡ

スクールネットワーク構想を完成する考えでありますが、本町ではも

っと早くネットワーク整備の取り組み、子供たちへの学習支援という

ものができるように、次のことについてお伺いを申し上げます。 

    （１）今年３月の定例議会で、ＧＩＧＡスクールネットワーク構想で

質問を申し上げました。その回答に、小・中学校とも無線ＬＡＮは使

えるというような回答でありました。その高速回線にはまだ至ってい

ないということだが、本町におけるＧＩＧＡスクールネットワーク構

想の今後の計画というものはどのようになっているのか。 

    （２）新型コロナウイルス感染症で小・中学校は長期休校となりまし

た。学校から学習方法、それから過ごし方の指導はあったようであり

ますが、長期間であったことから子供たちの学習の遅れが心配されま
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す。現状はどうなのか、どうか。 

    大綱２、台風19号における被災地の早期復旧・復興に努力を。 

    （１）新型コロナウイルス感染症は、世界規模の大災害だと思いま

す。このことで、本町の台風19号における復旧・復興の遅れはないの

かどうか。 

    （２）新型コロナウイルス感染症で言われた「三密」、このことから

災害における避難所のあり方、これを再点検する必要があると思うが

どうなのか。 

    （３）梅雨に入り、大雨になる可能性がございます。また、秋には台

風がまいります。河川の越水が心配されるところでありますが、排

水、内水などに対策は十分なのかどうか、その辺を御質問させていた

だきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。初めに、教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 石垣正博議員の１つ目、「学校のＩＣＴ化推進につい

て」の御質問に答弁いたします。 

    （１）については、議員全員協議会で御説明したとおり、国のＧＩＧ

Ａスクール構想に基づき令和２年度に小・中学校の校内情報通信ネッ

トワーク及び児童生徒１人１台の情報機器を整備する予定でございま

す。令和２年度から４年度までの３カ年で段階的に整備する予定でし

たが、国からの通知等を受けて前倒しすることになりました。 

    （２）については、３月２日から５月31日まで臨時休業が延長されま

したので、石垣議員の御心配は全くそのとおりであると思います。 

    国及び県の臨時休業要請を受けまして、臨時休業の延長を実施してま

いりましたが、この間９回の臨時校長会等を開催し、児童生徒の安全

を最優先に、いわゆる「三密」を回避してどのような教育活動ができ

るか、協議を重ねてまいりました。その結果、５月12日からは小・中

学校ともそれぞれの計画に基づきまして、分散登校を実施しておりま

す。小・中学校の先生方には、各学校及び学年の実態に合った計画を

作成してもらい、実施しているところでございます。 

    また、昨日６月１日からは学校再開になっており、標準時数の確保と

学習内容の定着を図るため、夏期休業を12日間とするなどして学習の

遅れを回復していくことで、校長先生方と合意形成しているところで

ございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 次に、答弁願います。町長。 
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町長（田中 学君） ２つ目の御質問でございますが、台風19号からの復旧・

復興についての御質問の（１）でありますが、新型コロナウイルスの

感染拡大に伴う本町の台風被害から復旧・復興については、復旧事業

においての影響は出ておりませんが、「三密」避けるため説明会の延期

や開催方式の変更とともに、仮設住宅に関わる事業が停止となってご

ざいます。 

    （２）については、昨年の台風19号災害では、避難所に最大200名程

度の方が避難されております。 

    今後、同程度の災害であれば、フラップ大郷１カ所の避難所開設で運

営できるものと思われますが、避難所の「三密」を避けるためにも海

洋センターや文化会館など、複数の公共施設に開設しなければならな

いと考えております。平時から備えておくことを念頭に置いてござい

ます。 

    （３）についてですが、ここ数年は想定し難い量の雨が降り、大きな

災害が発生してございます。今後、どれぐらいの雨が降るのかという

ものが、今後の本町にとりましては予定し難い雨の降る状況を予報だ

けでなくて、長年培ってきた地域の皆さんとの連携を密にした防災対

策をさらに強化してまいりたいというふうに思います。 

    特に、今年度創設された「緊急浚渫推進事業」により、町管理河川の

堆積土砂を撤去し、排水・内水による被害の抑制に努めてまいりま

す。また、国・県の河川についても堆積土砂の撤去や越水による被害

が生じないよう、対策を講じていただくよう、それぞれの管理者に今

後とも強く要請してまいりたいと考えているところであります。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） 今、回答いただきました。この分散登校から始まって、

６月１日から今までどおりの登校ということで子供たちも喜んでいる

のかなと、そのような気がしております。 

    ところで、ＧＩＧＡスクールネットワーク構想において、前教育課長

さんが10ギガバイトの無線ＬＡＮでカテゴリーが６Ａという、そうい

うものになる想定をしていたということでございますが、今の状況か

ら見てこの無線ＬＡＮ、各教室でどこでもできるというような回答を

いただいておりますけれども、それにはインターネットの回線をしっ

かりとつないで、それをやっているということだと私思いますが、今

のカテゴリーはどの程度なのか、その辺の内容をお願い申し上げたい
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と思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    現在のカテゴリーですけれども５ｅというものになりまして、毎秒１

ギガビットの通信速度のあるケーブルということになります。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） この５ｅというのは、内容はどうだというような話は、

それはどうなんでしょう。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） 内容といいますか、今、ＧＩＧＡスクール構想

に基づきまして整備しようとしているものが６Ａというものになりま

すけれども、それに比べると通信速度だけ考えれば10分の１ぐらい遅

いという回線になります。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） そういうような回答ということで、高性能になるという

ことだと思いますね。例えば、今言った通信速度が速くなる、または

データ量これが非常に多くなるということだと私は理解しております

けれども、今のこういったカテゴリー５ｅ、このものではだめなのか

どうか、このまま使えないのかどうか。要するに使うということであ

れば、そのまま使えるわけですよね。それで、そうしなければならな

い理由というのは、何かあるのかどうか。単なる国の指導なのかどう

か、その辺も含めてお伺いを申し上げます。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    今回の整備につきましては、国のほうで、ＧＩＧＡスクール構想とい

うことで、標準仕様で６Ａというもの以上を整備するということを国

のほうで方針として定めておりますので、本町としましては今の５ｅ

もすごく高速ではありますが、補助が活用できるうちにできるだけ速

いものに整備をしたいというふうに思っております。 

    それから、現在の無線ＬＡＮの環境ですが、現在は無線ＬＡＮの発信

機を各教室のほうに持ち歩いて環境を整えているという状況で、学校

のどこでも使えるという状況ではない状況でございますけれども、今

回の整備によりまして学校内はどこでも、いちいちつながなくても、

無線ＬＡＮを活用できるというような環境に整備したいというもので

ございます。 
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議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） そうしますと、各学校で、例えばタブレットがあればど

こでもインターネットの回線をしっかりと契約をして、そうすると多

分毎月の通信料なんかお支払いしているかと思いますけれども、その

中で、あれはいつだったかな、３週間ぐらい前だったと思いますけれ

ども、学校のパソコン教室をちょっと見させていただきました。整然

と長い椅子の中に２つ並んで、そしてあれはまだ有線でしたね。そし

てまた、前のほうを見ますとタブレットが40台ほどございました。あ

のタブレットって、どういう学校では利用しているのかなと、これふ

っと疑問になったんですが、そこで聞けばよかったんですが、後から

気づいたんですが40台ほどありました。そのタブレットの利用方法

は、どのように学校でなさっているかお分かりなら、ちょっと。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    議員さんの行かれたのは、小学校だったというふうに聞いてございま

す。小学校につきましては、教室でのグループ学習を中心としまして

全学年で総合的な学習、それから英語、算数等の授業で活用している

ということでございます。 

議長（石川良彦君） 石垣議員。 

11番（石垣正博君） そうしますと、その利用はしっかりとやっているという

ことでありますよね。その中で、今回いろいろ１人１台のキーワード

付のタブレットを備えつける、１人１台、１年生から中学３年生ま

で。そうなりますと今のパソコン、それからタブレット等、今後どの

ような活用にしていくのか。あれは、ただ単に国ではそれを廃棄する

のか。または、それをまた何か再度利用するのかどうか。その辺は、

どうなんでしょう。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    今現在整備しておりますタブレットＰＣにつきましては、リース契約

を結んでいるものでございまして、今回のＧＩＧＡスクール構想に基

づく整備は買い取りを考えておりまして、５年後にまたこのような事

業があるかわかりませんので、学校のほうに常にあるような状態を保

ちたいというふうに思っております。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） いろいろ、今後は、要するに私がこれからお話ししたい
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のは家庭と学校とのつながり、学校の中では今言ったようにしっかり

と今やっているような、そして高性能のものが入るから、もっと充実

してくるんだろうなというのはよくわかりました。 

    じゃあ、その１つとして、３月の定例会で、これまた戻ってごめんな

さい。前の課長が、家庭とのつながりの学習において「検討する余地

がある」というような答えをいただきました。私も「ああ、そうだか

な」と、そのように思っておったんですが、私は、今ＧＩＧＡスクー

ル構想の高速回線をやると、今年ね。それと充電器でしたか、電源キ

ャビネットでしたね、あれを整備するということだけではなく、同時

に、時間がもったいない。だから、同時に家庭との学習できるよう

な、そういう状況を少しでも早くつくっておくべきではないかと、私

は今回のコロナでそう思ったんですが。その辺はどうなんでしょう

か、今年の計画として。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    議員さんのおっしゃるとおり、学校のほうを整備しましても家庭のほ

うでの環境というものがどのような状況になるかによりまして、ＩＣ

Ｔを使った、授業といいますか、学習ができるかどうかというところ

がございます。それで、今現在、学校のほうを通しまして保護者の方

に、家庭でのネットワーク環境がどのような状況になっているのかと

いうものを調査しようということで、準備のほうを始めてございま

す。その状況を踏まえまして、今後の整備のほうを考えていきたいと

いうふうに思っております。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） その中で、今課長のほうからお話しあったんですけれど

も、たしか、文科省が４月23日でしたか、そこから通達が各都道府県

の教育委員会にあったと思います。その都道府県から各市町村に、ま

た通達がそれに対して来ていると思います。各教育委員会、または学

校に。それはその家庭での学習の充実、または、家庭と学校とのつな

がりということをしっかりとすべきではないかというような方向だと

思いますが、その通達はいつ本町に来ておられるのでしょうか。そし

て、その内容をお聞き申し上げます。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    議員さんのおっしゃっている通達は、「新型コロナウイルスによる緊
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急事態宣言を受けた家庭での学習や校務継続のためのＩＣＴの積極的

活用について」という通知のことをおっしゃっていると思いますが、

本町のほうに県のほうから届きましたのが５月26日付でございまし

た。この中身につきましては、子供たちの学びの機会の保障を効果的

にするためにＩＣＴの活用を積極的に進めていくというような内容の

ものでございまして、学校と家庭の連絡とか、先生方のテレワークと

いうものも含めまして、今後いち早くそのようなものを活用できるよ

うに、学校の通信環境等の把握等も行うようにというような内容の文

書でございました。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） そのことについて、５月26日に回答があったというよう

な話でありますが、これも早急に私はしてもらいたいなと思うんです

ね。ということは、いろいろなところで家庭学習というものが新聞等

で報道されておりましたよね。それを見ると、「何だこれ、やっていな

ければどうなるんだろうな」というようなそういう感じも受けました

し、今後、第２波・第３波のコロナが来るということも予想されてお

りますよね。そうなった場合にどうするのかという、やっぱりそこは

しっかりとしておかなきゃない。だって、仕事だってテレワークでや

っているでしょう。やれないところもあるかもしれない、製造業、第

一次産業なんかはやれないかもしれませんけれども、そういうことっ

て、非常に今もう生活様式が変わってまいりまして、このコロナで。

そこは、しっかりと捉えるということが非常にこれから大事なんじゃ

ないかと、そのように私は思うわけであります。 

    そんなことで、コロナ感染の災害本部ありましたよね。その時系列を

見ますと、学校に来れないから、学校では学習方法、または、その過

ごし方等の通達を出しながらやっておったと、この３カ月になります

かね。それで、そういう内容というのは、どのようなものだったのか

教えていただけないでしょうか。宿題的なものなのか、どうなのか。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    学校のほうから出しております文書につきましては、家庭学習の方法

であったり、休業中が長くなりましたので、そこの規則正しい生活習

慣づくり、それから不要不急の外出を控えるというようなものの指導

をしている文書でございます。 

    また、課題等につきましては、新１年生以外は前の学年の復習、それ
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から教科書のほうを４月13日から15日に配っておりますので、その予

習というものを課題のほうでお出ししまして、保護者の方に確認をし

た上で、次回の登校日等に提出するような形で、課題のほうを出して

いるというふうに聞いております。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） 今のお答えなんでありますけれども、やはり、子供たち

に宿題を出す、またそれをするといってもなかなか難しい面がありま

すよね。ということは、ある父兄にお聞き申し上げました。これは低

学年だからどうなのかなという感じはしますけれども、自主学習とい

うことになるとなかなか難しいんですよね。要するに、勉強というも

のに身が入っていない。そしてまた、渡されたものに対して十分理解

できたかどうか、これ非常に心配だという父兄の御意見であります。    

それからして、やはり、今回の報道等から来るそういうインターネッ

トの学習とか、そういうものが非常に大きなウエートを占めてくるん

だろうなと、そのように思っているわけでございますが、その辺のと

ころ、家庭学習の充実を図るという意味からして、教育長さんこれは

どのようにお考えでしょうか、家庭の学習であります。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） お答え申し上げます。 

    家庭学習につきましては、家庭学習の習慣化ということでこれまでも

取り組んできたところでございます。例えば小学校におきましては、

その学年掛ける10分というところが基準に、15分ですか。学年掛ける

15分、それが家庭学習の時間のおおよその基準みたいなことになって

おりますし、中学校におきましては学年プラス１時間という形で、そ

れが家庭学習の標準時間のような形で広く広まっているところでござ

いますけれども、そういう家庭学習がしっかり定着するように先生方

は課題を出したり、そして課題を見取って評価し、励ましの言葉をつ

けて返しているというふうに思っております。こういったことと、言

ってみれば手作りの教育、これまでやってきた手作りの教育というふ

うなものと、議員がおっしゃるような新しいコロナの対応に係るこう

いったＩＣＴ機器の、あるいは環境の充実は非常に大事だというふう

に思っております。両方進めるようにやっていかなきゃならないかな

というふうに思っているところでございます。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） なるほどね、しっかりとやっぱり、その辺の充実を図っ
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ていくというのは、これは今から間違いなく大事であるとそのように

思います。今、先生方と一緒になってやっているというような話であ

りますが、このＩＣＴを、要するに通信情報技術というものをしっか

りと利用するということのためには、それを指導する先生方が非常に

大事ではないかなと、そのように思いますね。 

    果たして、今の先生方のレベルはどうなのかということなんですが、

今、先生方はこのＩＣＴを活用した授業をしてこなかったと私は思い

ます。何人かはおいででしょう、多分何かを、専門学校に行ったと

か、何かでやっているかもしれません。しかしながら、これは恐らく

受けていないと思います。そうしますと、どうやって活用して子供た

ちに教えていくんだということが、非常に重要になってきますね。 

    そんなことで、俺ちょっと調べたんですが、都道府県別の教員のＩＣ

Ｔ活用指導力の状況、これ文科省が平成30年に出しています。いろい

ろな項目があるわけですが、その中で授業中にＩＣＴを活用して指導

する能力、47都道府県あるうち宮城県は36番目であります。東北は、

なかなか難しい状態にあるようでありますけれども、押して知るべし

でありましょうか。今の状況で、大郷の小・中学校におけるそういう

活用できる能力を、どのように教育長さんは判断をなされておいでで

しょうか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 詳しく、あと課長のほうから答弁申し上げますけれど

も、課長から聞いておるところでは小・中学校とも非常にＩＣＴの活

用が頻繁にされているというところでございますし、それから先生方

もそれなりに力のある方々が多いということでございます。ただ有資

格者となったときに、ちょっと弱いところがございますけれども、非

常に日常的に活用しているというところでございます。 

    詳しくは、課長のほうから。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    小・中学校とも、デジタル教科書といいまして、教科書のほうを、パ

ソコンを通してわかりやすく説明するというようなものを活用してお

りまして、小学校につきましては、多い学年ですと年間100回以上使っ

ております。中学校につきましても、20回ほどは使っておりますの

で、その面では十分に活用されているというところであると思いま

す。あと、なおそういうＩＣＴにたけている先生、各小学校・中学校
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ともおりますので、その先生を中心に研修等をさらに行って、活用で

きる体制にしていきたいというふうに思っています。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） よく勉強なさっているということでありますが、先ほど

申し上げましたように学校の先生はそういう教育を受けていない。本

当に普通の勉強は、それは相当のレベルにあると思う。しかしその教

え方という方法ではこのＩＣＴ、これは非常に難しい場面でありま

す。そんなことで、情報通信技術をしっかりと身につけている、資格

を持っている、その資格がありますよね。このＩＣＴ支援員というこ

ういう資格がある、文科省で年に２回ぐらい試験やっていますかね。

こういう方の、資格を持っておられる方っていうのは、先生方に、ま

たは教育課等にはおいでになるでしょうか。その辺、お聞き申し上げ

ます。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） ＩＣＴ支援員というのは、民間の資格ではある

ようでございますけれども、その資格ということであれば学校現場、

それから教育委員会のほうではいないというふうに理解しておりま

す。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） このＩＣＴ支援員ということ、全国で大体2,000人ぐら

いおいでになるということで、これ、はしりであります。今後非常に

大事なポジションになってくるだろうと、私はそのように思ってござ

います。そんな中で、４校に１人ぐらいは文科省で配属をしたいとい

う、そういう意向が二、三年後にはあるようでありますけれども、こ

のことは文科省だけではない、要するに各自治体の中の、役場の中

の、市役所の中の、その中にも完全オンライン化になった場合には必

ず必要なところであります。やはり、外部から導入をしなくてはなら

ない、要するに英語のＡＬＴの先生と同じであります。そういう人た

ちを外部から入れなきゃだめな、そういう時代になってくると私は思

うんですね。要するに外部委託をするとか、まずはコンサルを使う。

そういうことだけじゃなく、やはりしっかりと先生方にこのような資

格に挑戦してもらうなり、または教育委員会の皆さんにひとつ頑張っ

てもらうとか、そして内部でしっかりとした力をつけておくというこ

とが大事ではないかなと、そのように思いました。そんなことで町長

に伺い申し上げたいんですが、そのようなその、もし導入ということ
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があればどうでしょうか、その辺は。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 我々行政も、５Ｇの時代を迎えてございますので、本町

にも、今スーパーシティーの構想の議論もございますが、新しい社会

構造に十分適応能力のある職員も必要になってくる時代であります。

そのことも踏まえながら、今後、高度な情報通信産業に適切に応えら

れる人材を登用してまいりたいというふうに思っております。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） ぜひ、やはりその辺も、独自で職員の皆さんに頑張って

もらう、これも必要なことだと思いますけれども。どのぐらい難しい

か俺も分かりません。年に２回ぐらいあるうそうですね、試験が。１

万二、三千円のようですから、そんなに高くはない。４年間持つと、

上級試験もあるんですよね。そういうようなことで、こういう方々が

今から非常に出てくるのかなというような、そういう気がしておりま

す。どうしても我々は年をとってまいりますと、新しいものになかな

かなじめない。ですから、この日本はＩＣＴに、国際的に遅れている

というようなことだと思いますけれども、３月の定例会でＧＩＧＡ構

想について、家庭教育等は検討する余地があると。しかしあれから２

カ月たって、もう既に必ず必要なことになってきていますよ、家庭と

の関係ですね学習、また仕事においても。そんなに早くこうなってく

る、コロナの影響でありますけれども、その辺、家庭内の充実という

のをもう一度教育長さんにお聞かせ願いたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） さまざまな示唆に富んだ御意見をいただきました。そ

のことを踏まえて、これから鋭意検討してまいりたいというふうに思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） 教育について、最後にちょっと。今日、大綱にはいかな

いかもしれません。教育について、もう１つだけお伺いしたいんです

が、休校が３カ月になったということで学校の遅れ、授業の遅れ、こ

れは間違いないと思いますが、その遅れをそのままではちょっとだめ

だということで、６年生と中学３年生、この方をどうしたらいいのか

ということなんですがね。文科省においては3,100人を臨時に雇用し

て、そしてその中学３年生・６年生に当たらせようというような構想
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があるようでありますけれども、本町として小学校６年生・中学３年

生、これはどのような方向でもっていくのか。先ほど夏休みを12日間

とか話していましたが、それで間に合うのかどうか。それも含めて、

お伺いを申し上げます。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） お答えします。 

    先日、臨時の校長会を開きまして、その席上大郷小学校の校長先生が

仮に夏休みを12日にして、冬休みを二、三日短くしたとしてというこ

との仮定でございましたけれども、年間指導計画の９割以上はそれで

包括できるという回答を得ました。そういう意味では、非常に力強く

思ったところでございます。そういう工夫をしながら、あるいは中学

校の校長先生は、土曜日授業も考えているということでございました

ので、そういう学校の様々な実態に合った対応をしていけば、恐らく

大丈夫だというふうに思っているところでございます。以上です。 

議長（石川良彦君） 石垣正博議員。 

11番（石垣正博君） 今、非常に安心をいたしました。ぜひこのことに強い子

供たち、ＩＣＴに強いまちづくりも必要なんですが、子供たちがいな

いとどうにもなりません。しっかりと教育をお願い申し上げたいと思

います。 

    １つだけ、大綱２番についてお聞きしたいんですが、内水関係で、こ

れは12月から３月にかけても聞いてきましたけれども、このＢ＆Ｇの

後ろの陥没について、今日あたり見ますとあそこ通行止めになってい

ましたけれども、あれはどうなのか。調査が終わったのかどうか、ど

ういう進み方をしているのか。 

    それと、あそこからガソリンスタンドがあって、その後ろに某食堂が

ございます。その某食堂の後ろに大きな陥没が、あれはあの筋ですよ

ね、排水の。そして、県道の脇には大きな水たまりがあります。あれ

は、どのような原因でなったのかどうか。要するに排水溝が老朽化し

たのか、あとは何かの原因であのような陥没が起きたのか、含めてお

聞きしておきます。 

議長（石川良彦君） 社会教育課長。 

社会教育課長（千葉恭啓君） それではお答えします。 

    Ｂ＆Ｇの陥没のほうの部分については、私のほうから御説明させてい

ただきたいと思います。今現在、実施設計ということで原因調査の調

査をしている状態でございます。以上です。 
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議長（石川良彦君） 次に答弁願います。地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） お答えいたします。 

    飲食店裏の陥没の件でございますが、あの箇所につきましては県道を

横断しまして、町のほうから来ている管と合流してございます。県道

の排水管につきまして調査いたしましたところ、管の中で腐食が見ら

れました。一部で陥没して、吸い出しをくらっている状況でございま

す。また、町の部分につきましても陥没しておりまして、現在業者を

手配して調査し、早急に対応するように手配をしてございます。以上

です。 

11番（石垣正博君） これで終わります。ありがとうございました。 

議長（石川良彦君） これで石垣正博の一般質問を終わります。 

    ここで、10分間休憩といたします。 

午 前１１時１７分  休 憩 

午 前１１時２７分  開 議 

議長（石川良彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    一般質問を行います。４番大友三男議員。 

４番（大友三男君） それでは、通告に従いまして一般質問させていただきま

す。 

    大綱１点、台風19号被災者への復旧・復興支援の現状について、３点

についてお伺いしたいと思います。 

    まず、（１）町が選考した中村地区の民有地を「公共事業として宅地

造成するより、民間会社に取得させ造成したほうが早く、安く宅地再

建希望者に提供できる」としていますが、台風災害から既に７カ月が

経過している現在、移転地の造成状況や規模、計画など、どのように

なっているのか進捗状況をお聞きしたいと思います。今後についても

ですけれども。 

    （２）台風災害から７カ月経過している現在、町内各地区、中粕川地

区、土手崎三十丁地区、袋地区、羽生地区、田布施地区などでの現地

住宅再建希望者や、家を修繕し生活再建を希望する方々に対し、町の

責任として現実的に実現できるしっかりとした計画を示すべきであ

り、復旧・復興支援状況はどのようになっているのか。進捗状況につ

いてお伺いしたいと思います。 

    （３）といたしまして、公営住宅建設の提案に対し、町長は３月定例

会で「川南地区への高齢者用の集合住宅の整備の可否を検討してい

る」と答弁していますけれども、住宅再建どころか生活再建さえも大
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変な高齢被災者の方々を対象に、一刻も早く高齢者用災害公営住宅の

整備を行うべきと考えますけれども、町長の所見をお伺いしたいと思

います。 

    以上、よろしくお願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 台風19号被災者への復旧・復興の支援状況ということで

ございますので、（１）番の中村地区移転事業は、議会から大郷分校跡

地の提案もございましたが、事業費の比較や迅速性、町の将来計画を

考慮し、原地区での事業を優先することといたしました。 

    当初、15区画を想定していた事業規模では、住民意向調査の結果を踏

まえ７区画に規模を縮小し、公共事業として取り組んでまいります。

今定例会に用地取得の予算を計上しておりますので、議決をいただき

ましたら境界測定や農地転用手続を進めてまいります。 

    （２）については、５月24日に中粕川地区の復興まちづくり説明会を

開催いたしましたが、他の地区についても意見交換の場を設けたいと

考えております。 

    また、町全体の復旧・復興の方向性を示す「復興再生ビジョン」は、

６月を目途に現在策定中でございます。 

    （３）の公営住宅整備については、中粕川地区の復興まちづくりと併

せて、住民の皆様から寄せられた御意見をもとに今後の整備のあり方

について協議を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

    以上であります。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

４番（大友三男君） それでは、まず（１）のほうから再質問させていただき

たいと思います。 

    当初予定していた15区画から、意向調査の結果７区画に規模を縮小し

たという答弁がありましたけれども、これは、この間の５月21日の全

員協議会の中でこれは７件分ですね、７件分そのものがまだ意向調査

の中で確定しているわけではないという答弁ありましたけれども、そ

の後これはどうなったんですか。 

議長（石川良彦君） 千葉特命参事。 

特命参事（千葉伸吾君） お答えをいたします。 

    全体に対しての計画の説明を経まして、先般29日と31日の日曜日にま

ず仮設に入っている世帯の皆さんを対象にいたしまして、個別の面談

を実施させていただきました。御意見を伺うことができたのは、27名
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の方ということでございます。その中で中村地区ということで、ある

意味、希望をする方向でというふうに考えていらっしゃる方でござい

ますが、はっきり言及されたのはお二人ということで、現状そういう

状況でございます。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

４番（大友三男君） これ、第２回か何かの被災者意向調査の関係でも、一応

移転希望者というのは３名と。今回仮設に住んでいる方だけなんでし

ょうけれども、今の説明ですと２名ということであれば、その面積と

いいますかね、これ本当に必要な分だけの、当初の計画ですと15軒分

7,000平米、今回プラスアルファで3,000平米を加えてかなりの金額の

部分で買上げをするということみたいなんですけれども、これは一

応、今後変わる可能性はあると思いますけれども、最初の全体的な意

向調査で３名という数字が出てきたんだと思うんですけれども、そう

した中であれば３件分の土地だけを、町が示した金額、114万円で購入

して造成すればいいだけであって、災害復興に関連して必要のない土

地というと申し訳ないですけれども、これどうしても必要なんです

か。この残りの部分、この３件分以外の土地というのはなぜ必要なの

か、ちょっとお答えください。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） この地区は、当初から大郷町の復旧・復興住宅だけにと

どまらず、これから進めていこうとしている定住促進候補地として町

内で最も住宅地として適している大変評価の高い場所であるというこ

とから、ここ一帯を今後のまちづくりの住宅定住促進事業を隣接する

地主の皆さんとも協議をしながら、いずれ、土地区画整理組合などを

立ち上げて将来町のビジョンを示した土地利用計画を想像していると

ころでありますので、今回お示ししている７区画の規模、これは今回

の災害を受けた方々に提供する住宅としてございますけれども、ここ

に（３）番の問題もございます。これも、この７区画の中に考えてい

る土地利用を、町では進めていこうということであります。この土地

の必要性を、こういう考えで今回、櫻井家から買い上げをする計画で

あります。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

４番（大友三男君） これ、本当に今回の計画といいますかね、途中から大分

変わったんですけれども、町長はとにかく造成から販売まで民間会社

に全て任せることで議会を通さなくていいと、議会を通す必要がない
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と、当初そういう話だったですよ。移転希望者に対して、宅地を安く

早く提供できると、スピード感を持って復興事業を進めると、これ

12月の議会でも言っているんですよね、迅速かつ計画的に推進してい

くと。ところが今、全く形が見えないんですけれども、これはなぜな

んですか。現地、全く形見えないですけれども。もう７カ月たってい

るんですけれども、被災から。なぜですか。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） ７カ月の時間に、これだけ進めてくるということは、大

変な事務方の努力がなされた結果であります。皆さんから見れば、７

カ月も時間あって、これしかやらないのかという話になろうかという

ふうに私は思いますが、国交省の事業計画も示され、地域の皆さんと

の話合いを何遍となく進めてきて、今ようやくここに来て被災された

皆さんの復興、再建住宅地としての内容が示されたと。ここまでくる

作業に、７カ月もたって「何していたのか」というような内容で我々

聞こえてきますけれども、この７カ月という時間の中にコロナの問題

もございまして、なかなか直接お会いする機会もできない、限られた

状況の中でここまで来たということでございますので、何ら復興事業

に支障を来すような状況にはございませんので。当初、民間会社に全

てをお願いしようという計画でございましたが、このコロナでとても

投資的な事業には手を出せないということから、それではこれ以上長

く時間をかけては大変被災者に迷惑をかける話になる。じゃあ、町が

公共事業としての取組みをしようということで切り替えた事業を、先

日の全協でも説明を申し上げたとおりであります。 

    以上のことから、我々は何も被災者に対して恥じるものは１つもござ

いませんので、この事業を、このとおり進めていくことが櫻井家の皆

さんの御好意にも十分お応えするものというふうに考えているところ

であります。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

４番（大友三男君） 今回もそうなんですけれども、いろいろ計画なさってき

たというか、町ではそうなんでしょうけれども、最初から計画という

か見通しの甘さがあって、幾度となくもう計画が変わっているわけじ

ゃないですか。町長、私の質問中です。やじ入れるのはやめてくださ

い。これね、幾度も変わっているわけですよ。そのため、被災者は何

を信用していいかわからなくて、今現在も意思決定できない方もある

程度いますよ、これ。そういう中で、またこの計画を変更して、当初
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15件という予定だった移住地造成、それを３件しか要望がない中で７

件をやる。それはそれとして一応よしとした場合でも、被災者を優先

して、復興を優先して今やると町長は答弁しました。その中で、何で

被災者支援に全く関係ない宅地、先ほど名前出ましたから櫻井さんの

土地ですよ。同じ地権者ですね、これ。3,000平米までなぜ、3,620万

円の公費を使って買わなければならないんですか。今町がやるべきこ

とというのは、現時点でどうなるかわからない、将来的にどうなるか

わからない移住定住事業、それに対しての土地を買うよりも被災した

人たちの復興支援、復旧・復興を早急に完了させるのが最優先にやる

べきことじゃないんですか、町の責任として。将来どうなるかわから

ないですよ、これ移住定住なんていうのは。どっちが大事なんです

か。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 例えば、移住定住者がゼロだったとしても、その土地は

町の定住促進事業に使っていく最適の住宅地としての高い評価をして

いる土地であるから、町としては何ら誰にも恥じるものは１つもな

い。この土地があるからこそ、いろいろな見直しをしながら完璧な復

旧・復興が成し遂げられるというふうに思います。何も無駄な土地を

買うわけでもないし、この復興事業が終わり次第、次には定住促進の

事業に取り組んでいく、その取得の段取りでありますから、何も我々

が今あなたに言われるような無計画な中で進めてきたわけでもない。

当初は民間にやらせようと思った。ところが、民間のほうでは受け取

る環境でないということから、それでは、これ以上待っていても被災

者に迷惑をかけるから、町でこの事業をやるように切り替えようとい

うことであります。これが見直しですよ。どんな計画しても、計画し

たそれが今合わない状況が発生したら、見直すことが正しい事業の変

更ということになるわけで、何ら私は被災者に対して迷惑かけている

ものではないというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

４番（大友三男君） ちょっと確認しておきたいんですけれども、原地区のこ

の１万平米っていうとあれですけれども、3,000平米プラスですけれど

もね。宅地は宅地としてですけれども7,000平米、これも買い上げると

いう話なんですから、ここを復興事業としての位置づけというのはど

こまでなんですか。復興事業から外れた部分をどういう事業としてと

いいますか、詳細な説明をお願いしたいんですけれども。どこまでが
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復興事業で、どこまでが復興事業じゃないのか、この面積の中で。 

議長（石川良彦君） 特命参事。 

特命参事（千葉伸吾君） お答えします。 

    難しい御質問なんですけれども、要は被災者対策として行っていく住

宅の分譲であったり、それから町長の答弁の中にもございましたが、

今回の個別相談の中でも御自分で住宅をこれから建てるというのは非

常に難しいという方、高齢者の方ほとんどでございまして、何とか徒

歩圏内で日常の生活が賄えるようなところに、町営住宅のほうの建設

を何とかお願いできないでしょうかといったようなお話を多々いただ

いてございます。そういった中で、そういった皆さんへの町営住宅で

あったり、そういった共同住宅的なものを供給していくとすれば、そ

れに該当する部分についてはまさに被災者対策というような部分の土

地になろうかと思いますけれども、現状では計画図の中でお示しをい

たしました約2,300平米、2,350平米ぐらいだと思うんですけれども、

その部分については基本被災者の方を優先に考えて事業を進めていく

部分というふうな認識の中で取組ませていただいてございます。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

４番（大友三男君） そうしますと、7,000平米の残りの約5,000平米というの

は復興、被災者支援には全く関係ないと理解していいんですか。 

議長（石川良彦君） 特命参事。 

特命参事（千葉伸吾君） お答えいたします。 

    ２択でお答えできる部分かどうかというのもちょっとあるんですけれ

ども、当初より今回の災害に対する復興事業、並びに宅地の取得支援

を考えていく際には、これは当初の基本方針の中から単に被災からの

復興ということではなくて、これまでの移住定住の推進なりまちづく

りなり、そういった路線のほうに、そういった被災者対策のほうをい

わば上乗せするというんですか、溶け込ませるような形で復興に当た

りたいという基本方針のほうは、これ被災の直後当初からお話しをし

てきた内容ということになっておりまして、プラスその取組事業の概

念としましては集住という言葉を使わせていただいて、その便利なと

ころに集まって住んでいただくような新しい生活の仕方といいます

か、そういったものを御提案させていただいた中ということになって

ございます。 

    ですので、今回の供給部分についてもまるきり何か、ゼロか100かと

いうことではなくて、そういった基本的な考え方のもとでいろいろ必



―２５― 

要性のほうを町のほうで判断させていただきながら、現在に至ってい

るということで御理解を賜ればと思います。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

４番（大友三男君） 今の答弁聞いていると、町長の答弁もそうなんですけれ

ども、復興に格好つけてということに聞こえるんです、要するに。当

初から言っていたじゃないですか、被災者支援を優先にする、復旧・

復興を優先にする、そういう話だったんじゃないですか。それがなぜ

今必要のないような、将来的な話を今ここでしなきゃいけないのか、

ちょっと私理解に苦しむんですけれどもね。台風19号とかコロナの関

係、先ほど来コロナで遅れている、遅れていると言いますけれども、

実際コロナが問題になったのは４月、５月ですからね。当初予算編成

するまでには、そんな話はないんですよ。多少はあったけれども、そ

んなひどいような話じゃなかったですよ。そういう中で、ほとんど進

んでこなかったじゃないですか。そういう影響の中で、今後とも税収

減少が見込まれている状況があるわけじゃないですか、今。そういう

中で復興支援といいますか、復旧・復興に全く関係ないこじつけで言

っているような事業、それ以外にも町が主体で必要以上の民地を買

い、造成を行うと、これ、いろいろ町でも資料出してきましたけれど

も、私もそれいろいろと分析してみました。でもね、これ私なりの数

字ですけれども、工事費以外の経費などはほとんど記載されていなか

ったわけです。ですけれども、これは必ずかかる経費ですよ。そうい

うものを含めると、総額で２億円以上とも、造成費。再三、町長もこ

の造成費や何か比較するときに、高崎団地の造成なんかも比較対象に

して、「高崎団地のように町が主体で造成をやると、財政破綻する」と

まで言っているんですよ、町長本人が。そう言っていた田中町長の下

で、町の町債なんかも相当増えているわけじゃないですか。こういう

大変な財政の今、復興に関係のないお金を出す、さらに造成費までか

ける。これ町長言っているように、財政破綻するんじゃないですか。

大丈夫なんですか。 

議長（石川良彦君） はい。町長。 

町長（田中 学君） 大丈夫ですから、計画を上げたということであります。    

（３）番の問題と、この造成地がどういう関わりを持っているかとい

うことを御説明申し上げます。今独り暮らし、老夫婦、後継者のいな

い、今後孤独な生活をしなくちゃならないと思われるような被災者、

29日、31日の個人面談で大体数字が出てまいりました。この人たちに
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住み慣れた大郷町に住んでもらうために、どうしても中粕川の高台住

宅を提供されても戻れないという人たち、七、八名いるようでありま

す。この人たちの、被災者で高齢者、独り暮らし、車椅子生活、障害

のある方、一般の公営住宅では自立再建できないという方々をどう救

うかということで、私もこの災害が発生して間もなく、何遍となく国

交省とも話し合いをしてまいりました。どういう形で救っていくかと

いうことで、１つ屋根で、平屋でバリアフリーで共同生活、地域の皆

さんと一緒に生活することが大変人生楽しい、老いた我々が望むのは

そういうものなんだということを訴えられ、国にそのことを伝えてい

るところであります。はっきり人数が決まりましたら国にこの事業

を、国のほうではまだそのようなメニューがないようでありますが、

ぜひ、大郷町でこれからの高齢化社会に向けてこういう住宅が絶対必

要だというものを、モデルの事業として取り組んでいただきたいとい

うことで申し上げているところであります。国交省の住宅課長にも、

その皆さんの願いを私もお伝え申し上げて、今後町で取組みやすい条

件をつけた内容で「早く計画を上げてよこせ」という状況にございま

すので、この人たちのその建物をこの場所に、土地は町で取得しなけ

ればならないので、まずその土地を決めたら工事申請をしていくと。

こういうことで、この人たちをこういう形で救ってまいりたいという

ことであります。以上です。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

４番（大友三男君） 全く関係のない答弁をいただきました。町長、やじるの

やめてください、私の質問なんですから。先ほど担当の参事が答弁し

ていますよ、７区画。３区画は移転者の人たち、７区画はいろいろ考

えていますと。そこに先ほど言った公営住宅が建てばいいはずだけ

で、ほかの部分は要らないわけじゃないですか。いいから町長、やじ

るのやめてください。私の質問時間中です。 

    次に行きます、時間の関係で。コロナの関係で、時間も大分40分と短

くなっていますのでね。次の中粕川地区の関係、絞ってお伺いしたい

と思います。 

    今回、町が提案している中粕川地区の区画整理事業なんですけれど

も、これ私実現できるのかどうか心配しています。なぜか、現在この

エリア内に、先ほどもといいますかアンケート調査の中にもあったよ

うですけれども、既に６軒被害者の方が生活再建しているわけです

よ。この方々を、強制的に移動できるんですか。例えばこれを移動さ
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せるといった場合、相当なお金かかりますよ、この６軒分で。これ、

区画整理事業の中にも入っていくわけじゃないですか、予算として。

これ、間違いなく実現できるんですか。簡単に答弁ください。 

議長（石川良彦君） 特命参事。 

特命参事（千葉伸吾君） お答えしたいと思います。 

    今回御説明いたしましたのはエリアの線引きといいますか、それも含

めて事業構想の段階であって、この構想の方向性でおおむね地域から

御理解を得られれば、詳細の部分の検討に入ってまいりたいというよ

うなお話もしてございます。 

    それから現に住んでいる方については、そこを強制的にという部分ま

で町では考えていない。そういった部分も、現場のほうの状況もいろ

いろ考慮しながら、エリア取り何なりについては考えさせていただき

たいというふうに答弁しておりますので、決して今回色塗りをされた

ところを、今の段階で、全部決め打ちでやるといったようなことを決

定しているわけではございませんので、御理解を賜りたいと思いま

す。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

４番（大友三男君） ちょっとここで確認しておきたいことがあるんですけれ

どもね、この中粕川地区の区画整理事業なんですけれども、補助事業

といいますかの対象になるかならないか、まだ確定していない、わか

らないという説明、５月21日の時点でありましたけれどもね。そうし

た中で、これどこまでが復興事業としての補助対象になるのか。詳細

な説明といいますか、どこまでが復興の対象になって、どこまでがそ

うじゃないのか。全部なるのか、補助の対象に。お聞かせください。 

議長（石川良彦君） 特命参事。 

特命参事（千葉伸吾君） お答えいたします。 

    復興という部分で言えば、これは捉え方だと思うんですけれども、住

宅再建の部分だけを復興と言うんであれば、かさ上げ宅地の部分とい

うことになろうかと思いますけれども、全体の計画としては地域の防

災の安全度を高めて、新たに新しいまちづくりをしようという考え方

の中での計画というふうになっております。ちょっとなかなか説明が

難しいんですけれども、そのような捉え方をしてございます。 

議長（石川良彦君） 大友議員。 

４番（大友三男君） もう少しちょっと詳しい話聞きたかったんですけれど

も、同じような質問を後の議員の方もいろいろと質問されると思うの
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で、この件に関してはこの程度にしておきます。 

    次の質問といいますか、この中粕川地区なんですけれども、この地域

もいろいろ国交省の堤防の強靱化の関係なんかもあって、大分中村地

区の計画変更みたいなので、今後これ区画整理事業にしても何にして

もそうですけれども、変更変更で繰り返されないようにできるだけ確

実な、実行できる復興計画を早急にやっぱり示すべきなんだと思うん

です。そこで私なりの提案です、これ。町長も、「いろいろ議員も提案

しろ」と以前随分言われましたので、私もね。「クレームばっかりつけ

ないで、提案しろ」と言っていましたから、ここで提案します。今こ

こで最優先に行うべきは、数年先の移住定住事業のための、現時点で

全く必要のない中村の土地購入に約4,000万円の公費を使うことになる

わけじゃないですか、これ。この議会で提案されているわけですから

ね。その土地購入4,000万円と、この区画整理事業の被災現地事業化業

務の委託料、要するに委託料ですよね。何も工事入るわけでも何でも

ないです、これね。委託料2,200万円と合わせた6,200万円を、区画整

理エリア以外の方も私全部見てきているんです、粕川地区。エリア以

外にも家がまるきりだめになっている家、あるんですよ。現実問題、

住んでいるか住んでいないかわからないところあります、建っていて

も。件数は、ちょっと時間の関係で言いませんけれどもね。 

    そうした中で、これエリア以外の方も含めて、ここの被災地のかさ上

げ希望者の方々に対しての支援にこの6,200万円を充てるべきであっ

て、そうすることによって、それぞれ財力違いますよ、被災した人た

ちだって。町が示したとおりに進むかどうかもわかりませんよ、今

後。そうした中で、被災者の個々にあった宅地のかさ上げなど、そう

することによって住宅再建なんかでも一、二年と、短期間で実現する

と思うんですよ。そのほうが、町で区画整理事業やって膨大な金をつ

ぎ込むよりも、費用的にかからない。これ、被災者にとっても町にと

ってもベストなやり方だと思うんですけれども、いかがですか。 

議長（石川良彦君） 特命参事。 

特命参事（千葉伸吾君） お答えします。 

    予算なり計画のほうは、御意見はその捉え方によっていろいろな御意

見がありまして、復興事業というのにどれが正解かというのは基本な

いんだろうなと思っておりまして、その中で町としてもいろいろな選

択肢を検討してきた中で、これがベストとは言えないまでも最もベタ

ーであろうといったようなところを判断しているところでございます
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から、今回補正のほうで上げた予算等につきましても、これは必要だ

ろうということで議決をお願いしたいというような部分でございま

す。なお、住宅の個々のかさ上げについては、先般の個人面談の際に

も御希望などがありまして、その部分については中粕川地区に限ると

いうことではなくて、町内全域の再建といったような部分でかさ上げ

に対する助成制度というものは、検討すべき課題だろうというふうに

認識してございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 大友議員。 

４番（大友三男君） 急ぎ足で、質問します。 

    ３番目の公営住宅関係言いますけれども、丸森50戸、鹿島台ではもう

20戸計画しています。本町でもぜひ、大変な高齢者の方々に対して、

やはり災害公営住宅といいますか、そういうものをぜひ短期間のうち

に、早急に、安心して安全に暮らせる、仮設ですといつ出なきゃいけ

ない、いつまで出なきゃいけない、そういう心配毎日しているんです

よ、あそこに入っている方。だから早急にですよ、これ。早急に、や

はり便利なところにぜひ作っていただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 早急に進めるためには、原地区の櫻井家の土地を、今回

土地購入費計上しているこの内容で購入を何としてもやらなければ、

災害復興住宅の用地確保もできないということでございますので、御

理解をいただきたいというふうに思います。 

議長（石川良彦君） これで大友議員の一般質問を終わります。 

    ここで昼食のため休憩といたします。 

    再開は午後１時15分といたします。 

午 後 ０時０７分  休 憩 

午 後 １時１５分  開 議 

議長（石川良彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    一般質問を行います。 

    ９番和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） ９番和賀直義でございます。本日は、大綱１点について

質問いたします。 

   １． 新型コロナウイルス感染症対策についてでございます。 

    初めに、感染拡大防止に懸命に対処いただいてこられたことに、感謝

と敬意を表するものでございます。大変御苦労さまでございます。 
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    新型コロナウイルスの新規感染者数は減少傾向に転じ、緊急事態宣言

が解除され、確実に収束に向かっていると言えます。しかし、見えな

い新型コロナウイルスとの闘い、感染の収束には数年、長期間に及ぶ

との報道もされている状況でございます。 

    以下伺います。 

    （１）我が町の産業への影響、町独自の支援策、感染予防対策につい

て伺います。 

    （２）間もなく梅雨に入り、台風も確実に発生する時期になりました。

災害が起きやすい出水期に入りました。避難所を開設する場合は「三

つの密」密閉・密集・密接を防ぐよう、可能な限りスペースを確保す

る（避難所の数量も含みます）。体温を計測する体制、マスク・消毒液

等の備蓄品、発熱やせき等の症状のある人の専用スペースの設置（間

仕切り・段ボール製などの簡易ベッド）の備えは万全なのか。避難所

運営の感染症対策の取組状況について伺います。 

    （３）次の感染拡大による臨時休校の備えとして、オンライン授業の

体制ができるよう、通信環境整備や端末の確保、小・中学生に１人１

台の端末を整備する「ＧＩＧＡスクール構想」の前倒しを検討、実施

すべきと考えますが、所見を伺います。 

    以上、大綱１点について質問いたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。初めに、町長。 

町長（田中 学君） それでは、和賀議員の新型コロナウイルス感染症対策の

御質問でありますが、（１）については、国の緊急事態宣言を受けて外

出自粛、休業要請等により経済活動が停滞する状況にあったことから、

本町の中小企業・個人事業主の経営は昨年同期と売上げを比較すると、

20％から50％を超える減収となる事業者もございます。改めて、影響

の大きさを認識しているところでございます。農業については、特に

畜産業に大きな影響が見られ、肥育牛については価格保障制度である

牛マルキン制度が全国的に発令されるほどに市場価格が低下し、繁殖

牛もその影響で20％を超える減収となり、畜産経営が危機的状況に直

面してございます。また、園芸作物の生産販売動向については、全体

的に大幅な減収は見られないものの、一部の品目に大きな影響を受け

ており、米・大豆等の今後収穫・出荷する品目については、今後の取

引価格・数量等を注視していく必要があると考えているところであり

ます。次に、町独自の支援策については、まず、新型コロナウイルス

感染症拡大影響を受けている地域経済や町民生活を支援するため、町
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内全世帯に対し１万円分の商品券を発行し、配布することにいたしま

した。関連予算については、今定例会に提案の補正予算案に計上して

ございます。また、畜産農家に対して肥育牛１頭当たり１万円、繁殖

牛１頭当たり5,000円を交付する畜産特別対策事業交付金制度を新設し

ながら、個々の経営を支援してまいりたいと思います。併せて、経営

の安定に支障が出ている中小企業者等に対して10万円を交付する事業

継続支援交付金制度を設けて、経営の持続を緊急的に支援してまいり

ます。 

    次に、感染防止対策については、４月７日に緊急事態宣言が発令され

ましたが、それ以前から町は、新型コロナウイルス対策本部を設置し、

各施設の感染症対策の徹底や、町民・事業所に感染症対策についての

最新情報を提供するなどの対策を講じてまいりました。 

    （２）につきましては、「三密」を防ぐため、災害の規模に応じ複数

の公共施設に避難所を開設する体制を整えてまいります。避難者の体

温を計測する体制を敷くとともに、５月の臨時議会で予算化いたしま

したマスクや消毒液の備蓄品の充実・確保に努めているところであり

ます。昨年の避難所運営では、配慮を要する高齢者や発熱症状のある

方については、それぞれの専用スペースを設置いたしましたので、今

後ともこの経験を生かしてまいりたいと考えております。段ボールの

間仕切りや簡易ベッドについては、一定程度、備蓄してございますが、

実際の避難所運営にあたっては、前回同様、保健所や看護協会などの

指導を受けながら、感染症対策に努めてまいりたいと思います。 

    （３）につきましては、教育長から御答弁を申し上げます。 

    以上で私の答弁といたします。 

議長（石川良彦君） 次に、答弁願います。教育長。 

教育長（鳥海義弘君） （３）につきましては、午前中、石垣正博議員に答弁

いたしましたとおり、国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、令和２年

度に小・中学校の校内情報通信ネットワーク及び児童生徒１人１台の

情報機器を準備する予定でございます。また、オンライン授業となり

ますと、学校だけではなく、各家庭での通信環境も必要となってまい

りますので、各家庭の通信環境を把握するための調査を進めてまいり

たいというふうに思っております。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） どうもありがとうございます。再質問に移らせていただ
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きます。 

    （１）でございますが、農家も含めて事業をしている人たちへの影響、

もちろん全体も、なかなか個人的には把握することはできないんです

けれども、コロナウイルスで事業をやっている人たちが、非常に元気

がなくなったという声も聞こえてきております。その中で、町として

上乗せの支援策をやってくれた、打ち出したことに関して、これは大

変事業をしている人とか、農業をやっている人に対しては、本当に元

気が出ることと考えます。 

    それでお聞きいたしますが、事業継続支援交付金、これ20％以上の売

上げ減が１カ月で10万円を補助します、応援しますよという事業でご

ざいますが、今国でやっている50％減の継続事業がオンラインで申請

のために、なかなかわからなくて困っている人たちがいっぱいいるん

ですね。きのうも来て、ちょっと聞かれたんですけれども、今はサポ

ート、支援する場所ですか、自分で申請できない人はサポートをする

場所が塩釜と大崎のほうにできたんで、そちらのほう一応紹介したん

ですけれども。大郷でのこの事業継続支援交付金は、これ大郷の上乗

せの事業ですから、これは、申請箇所はどこになるんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    こちらの支援金に係ります申請場所ということになりますが、こちら

につきましては特にオンラインということは想定してございません。

農政商工課が窓口ということで、申請のほう受け付けたいと思ってご

ざいます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） オンラインでやる場合、非常に内容が結構難しいという

ことなんですけれども、それは町としてやるんですから、その申請す

る内容に関しては極力簡単に、すぐ申請できるようにやってほしいん

ですけれども、この辺に関しての所見をちょっと伺います。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） 先ほど議員のほうからもございましたが、持続

化給付金、こちらも申請する添付書類だったり、申請書類につきまし

ては特に難しいものはないような内容で、ただオンラインだからかな

り面倒な、煩雑になってきているというような状況がございます。 

    今回、町のほうでのこちらの支援金につきましても、添付書類につき

ましては、さほど面倒な書類のほうは求めてございませんので、そん
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なに時間がかからず申請のほうもできるかと思ってございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） 町の財政も非常に皆厳しいんじゃないかと、そういう目

で見ていたんですね。今回のこの町独自の上乗せの支援に関しては、

国の地方創生臨時交付金、これがどれくらい見込みがあるのかですね。

見込みが全くないのか、それとも見込んでいるのかどうか。どうなん

でしょうか、これ。 

議長（石川良彦君） 財政課長。 

財政課長（熊谷有司君） お答えいたします。 

    地方創生の臨時交付金につきましては、国からの内示額がございまし

て、限度額でございまして、第１回目6,597万3,000円ということでお

示しがございます。以上でございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） その金額はこの支援の内容に充てることができると、こ

う捉えてよろしいんですね。 

議長（石川良彦君） 財政課長。 

財政課長（熊谷有司君） お答えします。そのように上程をしてございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） 新型コロナウイルスの感染は、いつでも誰でも感染する

という危機意識を持つのが非常に大事なんじゃないかなと、このよう

に考えてございます。そして、「三密」を避ける、新しい生活様式を暮

らしに根づかせる、そして習慣化をつけさせる、これは大変難しいこ

とじゃないかなと、このように思うんですね。 

    最近北九州で、子供たちの感染が報道されていますけれども、実際１

日ぐらい症状があった子供たちもいたんですけれども、ほとんどが全

員元気に学校に通っていた。そして、家庭で母親がなったために、濃

密ということで検査をしたら子供がかかっていたというのがわかった

という、そういう情報が報道されてございました。ということは、感

染予防対策に関しては、タイムリーに、大郷町の場合はホームページ

なんかでも矢継ぎ早にバーッと出てきて、それ見るだけで大変な時間

かかっちゃうんですけれども、やっぱりホームページに入れない人も

いるので、感染予防のためのハンドブックの作成をやって、そして、

新しい新生活の様式っていうのは「人との距離は２メーターくらいと

るんだよ」とか、その辺をわかりやすくするようなハンドブックを作

成してやるということが大事なんじゃないかなと思いますが、この件
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に関してどのように考えていらっしゃるか伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） お答えいたします。 

    議員おっしゃるとおり「三密」であったり、人との距離をとったり、

あとはマスク・手洗いですか、そういった基本的なところなんですけ

れども、そういったことについて広報とかそういったものを介して何

回も繰り返し周知を図っていきたいと思います。パッフレット等につ

いては、今のところ作成するまでには至っていないのかなというとこ

ろでございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） 今のところ、ハンドブックは作成するには至っていない

という回答でございますが、北九州の場合の子供たちの感染状況を見

たら、やっぱり学校でのコロナウイルスへの教育と、あとそれが家庭

での話し合いにつながるようなことをやっていかないと私はだめなん

じゃないかなと、このように思うんです。 

    そして、今これ、黒川病院に行ったときに見つけてきたんだけれども、

新型コロナウイルス感染症市民向け感染予防ハンドブック、こういう

のが既にできているんですね。こういうものも参考にしながら、これ

と同じでも構わないと思うんですけれども、やっぱりそういうハンド

ブックを全戸に配付するのと、あとそれから子供たちを通して家庭で

そういう話し合えるように、例えば、子供たちへの新しい生活へのポ

スターとか、そういう運動をやったほうが結構家庭でのそういう話し

合いができて、新しい生活様式の習慣化がつくれるんじゃないかなと

私は考えているんですけれども。この件に関して、所見をもう一回お

願いします。 

議長（石川良彦君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） お答えいたします。 

    何か事あるごとにそういったＰＲをしていきながら、パンフレット等

まではいかないにしても、チラシ等そういったものを作成していきた

いと思います。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） ぜひお願いいたします。 

    （２）に移らせていただきます。スペース上、台風19号のときは

200人ぐらいだったということで、今回はほかにも２カ所考えているよ

ということで、人数をどれくらい見て、１人当たりのスペースを何平



―３５― 

米と見て計算されているのかどうか、ちょっと教えていただけません

か。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    防災計画を見ますと、例えば、フラップ大郷の場合ですと１人４平米

を基本として、960人まで避難所として運営可能だというふうに示され

てはございますけれども、最近コロナウイルスの関係もございますの

で「三密」を防ぐというふうなことから、総務課といたしましては

200人相当がマックスかなというふうに見ているところでございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） スペース的には、余裕があるなというふうに捉えました。    

あと、実際、避難指示が出て避難して、もし体調が悪い人いた場合に、

今やっぱり感染症を心配しなきゃないということで、運営に携わる人

の備蓄品、防護服なんかも必要になってくると思うんですけれども、

その辺まで検討していらっしゃるのかどうか伺います。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    そういった避難所運営に関わる職員等のために、防護服関係の予算に

つきましても、マスクの備蓄同様５月の臨時議会で予算措置をしてお

りまして、今順次、少しずつ買いそろえているというふうなところで

ございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） あと、やっぱり自分の体は自分で守るという意識がすご

く大切だと思いますので、それで実際避難するときに避難用の持ち出

し袋というものを、町で配布したことあるかどうかちょっとわからな

いんだけれどもね、そういうのが必要で、いざというときにその中に

ティッシュとかマスクとか、そういうものを準備しておくというか、

そういう呼びかけが私は大事なんじゃないかなとこのように思います

けれども、この件に関して所見を伺います。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    やはり、避難する際は、必要最低限、個人の方々が用意するというの

が基本でございます。以前出しました防災マップ等にも、そういった

各家庭の非常用品の備えと、それの持ち出しといったことを呼びかけ

しておりましたので、そういったことにつきましても広報等を通しま
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して再度徹底を図っていきたいというふうに思ってございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） わかりました。個人で準備するという呼びかけも非常に

大切だと思いますので、ぜひやっていただきます。 

    そして、備蓄品なんですけれども、臨時議会で予算がとおって準備し

ているということだと思いますが、段ボールベットとか間仕切りとか、

そういうものも含まれていて、それは大体いつころまでに準備ができ

るんですか。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    段ボールの間仕切りにつきましては、既に昨年の災害のときに使用い

たしましたので、その後更新というか、元年度予算で購入済みでござ

います。同じく簡易ベッドについても、一定程度備蓄しておりますの

で、備えてはいるところでございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） わかりました。実際、万が一コロナに感染して、急に体

調が悪くなったというのがわかるために、パルスオキシメーターとい

うものがあるんですね。血液の中にピッと差して、そこの酸素濃度を

調べるというやつ。この辺も準備したほうがいいかなと思うんですけ

れども、これについてはどうなんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    今、非接触型の体温計というふうなものを各施設にということで、間

もなく購入予定で、もう既に発注してございますけれども。それより

ちょっとさらに高度なような感じの御質問でしたけれども、それにつ

いては私ちょっと認識しておりませんので、保健福祉課のほうでもし

わかれば御答弁いただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） 大変申し訳ないです。私も認識不足で、わかり

ません。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） これ、指にピッと針を差し込んで、血液の中に酸素がど

れくらい入っているかというのを測定する機械なんですね。それがあ

ると、コロナで急に体調が悪くなったというのを発見することができ

るそうなので、１台は用意しておいたほうがいいんじゃないかなと、
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このように思って提案したものでございますので、一言だけその辺。 

議長（石川良彦君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） お答えいたします。 

    内容を確認して、検討させていただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） よろしくお願いいたします。 

    （３）に移らせていただきます。私も、なかなかＩＣＴに関しては素

人なもんで、的外れな質問をするかもしれませんけれども、指導も含

めて御答弁をお願いしたいなとこのように思います。 

    ４月に文科省の調査で、同時双方向で授業を実施した自治体は全国で

５％だそうです。５％くらいはやれた、双方向の授業を。あとＩＣＴ

を使う時間、これは、ＯＥＣＤ加盟国中、日本は、27カ国あると思う

んですけれども、そこの最下位なんです。しかし日本の子供たちは、

ＳＮＳとかゲームをする時間は世界でトップだそうです。今、現時点

で５％しか日本ではやっていないよ、また世界に日本は最下位だよと

いうことは、教育の地域間、世界間での教育格差が現状的にはあるな

と捉えるべきじゃないかなと、このように私は思っているんですね。    

それで、国際社会では自分でＩＣＴを使って情報を収集し、自分なり

の考えを明確にし、それを誰かに伝えてディスカッションするような

能力が重要だとして教育を進めている、世界的にはね。ところが、日

本でなぜこのＩＣＴ化が進まなかったのか、このことに関して教育長

はどのように捉えていますか。 

議長（石川良彦君） それは、難しいと思いますけれども。教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 大変大きな大きなテーマでございまして、果たして回

答になるかどうかわかりませんけれども、今議員おっしゃるとおり世

界の流れはそのようになってきているということでございます。それ

は、私もそういうふうに認識しておりますけれども、一面、日本の先

生方の指導力の高さというのは世界に冠たるものであるということも、

一方にあるわけでございます。 

    したがって、古い学習方法ではございますけれども黒板とチョークと

ノート、これでもって世界のあるレベル、それ以上の学力をこれまで

の先生方は子供たちに植え付けてきたということになるわけでござい

ますけれども、プラスしてこのコロナのこういう影響を考えますと、

やっぱりオンライン授業等々も併せて、時間かかると思いますけれど

も、子供たちに提供できるようなそういう環境は構築していかなきゃ
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ならないというふうに思っております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） どうもありがとうございます。 

    難しい答弁は、ちょっと私もわからないんですけれども、私は端的に

端末がやっぱり整備されていなかったよと。そして、ネット環境が不

十分なままで、ずっと来ていたということだと思うんですね、と私は

捉えています。 

    昨日、ＮＨＫでオンライン授業の様子が放映されました。たまたま家

にいて、ぼやっとしていましたからちょっと見ることできたんですけ

れども、先生方は不慣れなりに授業の動画をつくったり、オンライン

で課題を配付したり、精いっぱいの努力をしておりました。先生は、

やっぱり子供のためだったら何でもやるという心構えを、私は感じた。

大郷の先生方も、多分そうだと思うんですよ。やるとなれば、そうい

う端末とか環境を準備すればやれると思うんです。 

    今、家庭への調査を進めますということでございます。幾ら学校でそ

ういう環境を準備したとしても、受ける環境が整っていない家庭、ま

たＩＣＴ教育への理解もしてもらわなきゃならない、保護者の方にで

すね。それが非常に私は大事だなと、こう思っているんです。ですか

らそれを、今やっている最中だと思うんですけれども、大体いつころ

までにやる予定としていらっしゃるんですか。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    学校のほうを通じまして、保護者のほうから回収するのが６月19日を

予定しておりますので、そこから集計等をこちらのほうで行って、６

月いっぱいで大体状況がわかるんじゃないかというふうに考えており

ます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） ６月いっぱいでわかるよということでございます。やっ

ぱり家庭においてもこのオンライン授業をやれば、多分、通信費用が

かかってくると思うんですね。この辺を幾らくらい見て、それの負担

とうのはどういうふうになっちゃうのかね。まだ決まってはいないと

思うんですけれども、その辺に関してどのように考えていらっしゃい

ますか。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 
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学校教育課長（菅野直人君） お答えします。 

    現在のところ、かかる通信料につきましては、通常の御家庭であれば、

御家庭の御負担というところでございます。国のほうでは、準要保護

と言われる世帯につきましては、その一部を学用品費とみなして助成

のほうをすることは可能だというような文書のほうは来ておりますけ

れども、まだ明確なところ、今現在、情報としてはそこまでになって

おります。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） 基本的には、通信費用は家庭でやるよと。ただし、生活

の厳しいいわゆる要保護家庭といいますかね、それは今、国のほうで

何とか就学援助の予算措置をするよという多分答えだと思うんですけ

れども、準要保護世帯も同じように国でやってもらえばいいと思うん

ですけれども、そういう働きかけもしてほしいと思いますが、それら

が実施されるまでの間は、どれくらいかかるかちょっと私もわからな

いんだけれども、何とか町として考えていただくことはできないかな

ということでございますが、この件に関して所見を伺います。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えします。 

    まずは、保護者からいただく家庭の状況のほうを見まして、その分析

をさせていただいて、どのような支援が必要なのかというところを検

討させていただければというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） よろしくお願いいたします。 

    最後に、今回のコロナが原因でＧＩＧＡ構想を早めると、オンライン

授業を最短でやるというふうになっていますけれども、これは教育格

差を一気に縮める効果があると捉えてございます。大郷の子供の未来

のために投資は惜しまないと、こういう町長の意気込みをお聞きした

いと思いますが、最後に町長の意気込みを聞かせてください。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 議員の質問に十分応え得る、行政としての責任を果たし

てまいりたいというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

    これで終わりとさせていただきます。ありがとうございました。 

議長（石川良彦君） これで、和賀直義議員の一般質問を終わります。 
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    ここで10分間休憩といたします。 

午 後 １時５５分  休 憩 

午 後 ２時０４分  開 議 

議長（石川良彦君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

    ３番赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） それでは、通告に従いまして一般質問をさせていただき

ます。 

    大きく大綱３点。まず大綱の１、新型コロナウイルスへの学校教育対

応について。 

    新型コロナウイルスの影響による休校の長期化で、学習の遅れが深刻

化している。今後の対策を伺う。 

    （１）今後の学習計画とその対策は。また、小学校６年生、中学３年

生に対する対応は。 

    （２）学習の遅れを複数年度で解消する計画と対策は。 

    （３）給食及び食育等における安全対策は。 

    大綱の２、部活動とスポーツ少年団のあり方について。 

    次のとおり伺う。 

    （１）部活動の顧問教諭の負担軽減対策はどうなっているのか。 

    （２）部活指導員をどう考えているか。 

    （３）スポーツ少年団の各種競技指導員の育成対策は。 

    大綱の３、防災体制について。 

    防災体制の充実を図るため、危機管理監の配置を検討する考えはない

か伺う。 

    以上よろしくお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。初めに、教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 赤間茂幸議員の１つ目の「新型コロナウイルスへの学

校教育対応について」の御質問に答弁いたします。 

    （１）については、５月20日の臨時校長会において大郷小学校長か

ら、６月１日から学校再開した場合の学習計画案が提示されました。

それによりますと、夏期休業及び冬期休業等に可能な範囲で授業日を

設けることで、年度初めの計画のほとんどを挽回できるとの説明をい

ただき、大変心強く思った次第です。大郷中学校においても、同様の

工夫で必要な学習を充足できると思います。国では、進学という視点

から小学校６年生、中学校３年生の授業時数の確保に重点を置くよう

に考えているようですが、大郷町にあっては現在のところその心配は
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ないというふうに考えております。 

    （２）については、６月１日から学校再開し、長期休業中に可能な範

囲で授業日を設けても未履修等が見込まれた場合は、次年度にその未

履修内容を含めた年間計画を作成し、教育活動を展開していくことに

なります。具体的な計画等は、国及び県からの通知等を参考にして各

学校で作成し、それに基づいて実践していくことになります。 

    （３）につきましては、配膳から片づけまでの徹底した感染対策が求

められております。小・中学校においては、各学校の新型コロナウイ

ルス感染症対策ガイドラインに基づき、手洗いやマスクの着用、対面

での食事をしないなどの対策を講じてまいります。 

    また給食センターでは、小・中学校と協議の上、できるだけ配膳回数

を減らすため、米飯を食缶による配膳方式から個々に弁当箱を配付す

る一食方式に変更したいと考えております。変更に必要な費用は、本

定例会の補正予算で計上しております。 

    以上でございます。 

    次に、２つ目の「部活動とスポーツ少年団のあり方について」の御質

問に答弁いたします。 

    （１）については、中学校における部活動の教育的意義を踏まえます

と、働き方改革の流れも勘案しながら、大郷町では国及び県のガイド

ラインにのっとり、平成31年３月に「大郷町立中学校に係る部活動の

方針」を策定いたしました。この方針に基づいて部活動に取組んでい

けば、部活顧問の負担軽減につながると考えております。 

    （２）については、この方針にある適切な運営のための体制整備とし

て、部活動指導員の任用がうたわれております。一方、平成31年３月

現在で「教育委員会は部活動指導員等の任用について検討する」とし

ております。今後、大郷中学校の部活動に係る課題等を聞き取るなど

して精査し、検討してまいります。 

    （３）についてですが、大郷町スポーツ少年団本部において、スポー

ツ少年団指導者の育成をはじめ、スポーツ少年団の結成の促進と育成

支援、町内・町外のスポーツ少年団との交流など、スポーツを通して

青少年の心身の健全な育成を行っております。 

    また、「宮城県スポーツ協会」並びに富谷市・大和町・大郷町・大衡

村の１市２町１村のスポーツ少年団本部で構成されている「仙台北地

区スポーツ少年団連絡協議会」で、それぞれスポーツ少年団の育成強

化及び各競技団員指導者等の研修を実施しております。 
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    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 次に、答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 次に、３つ目の防災体制についての御質問でございます

が、近年の異常気象により自然災害が全国的に多発をしていることか

ら、常に危機意識を持って日常業務に当たっております。危機対策の

専門部署の設置や、危機管理の専門知識を有する者の配属などを、人

事構想の中で検討してまいりたいと思います。 

    以上であります。 

議長（石川良彦君） よろしいですか。赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） それでは、再質問をさせていただきます。 

    まず（１）なんですけれども、文部科学省が学習の遅れを取り戻すた

め、地域の感染状況に応じて公立の小・中学校に教員3,100人を追加す

ることを決めた中で、町の対応はどのようにお考えなのかお伺いしま

す。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） これも報道になっておりますけれども、3,100人とい

うのは全国で3,100ということでございまして、東京都内の小・中学校

合わせても2,000校くらいあるというふうに聞いております。したがっ

て、その3,100というのは非常にある意味では少ない数でございます。

宮城県にどのくらい回ってくるかわかりませんけれども、とにかく今

現状の教職員の数で精いっぱい頑張ってまいりたいというふうに思っ

ています。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） 今の先生方で、教員で頑張っていくということなんです

けれども、そんな中で教員の先生方に大分負担がかかるなと思うんで

す。授業が終わるたびに消毒をしたりとか、そういうところで大分先

生方に負担がかかるので、塩竈市でしたっけかな。シルバー人材で消

毒をしてもらうとか、何かやっている市町村もあるみたいですけれど

も、その辺はどのようにお考えでしょうか。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 議員御指摘のとおり塩竃の取組、私もうらやましく見

ておりましたけれども、ああいう形で人数的にはわかりませんけれど

も、校長先生方が保護者とか地域の方々にお願いして、そういう協力

を依頼するということは大丈夫だろうというふうに思っております。 
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    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） ぜひ、先生方に負担のかからない対策をとってもらいた

いなと思います。 

    ２つ目、小学校６年生、中学校３年生について優先的に登校させるな

どして、今年度中に必要な学習を終えるよう求められている中、今後

の学校行事等の予定などはどのようにお考えでしょうか。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） これも、午前中の石垣議員のときにお話し申し上げま

したが、今まで９回ほど臨時校長会開きまして、学校の実態等を聞い

てまいりました。その中で大郷小学校の校長先生からは、これもお話

し申し上げましたけれども、大体６月１日から学校再開しても、年間

計画の９割程度は確保できるということでございましたので、その際

には、とにかく学校の特色でもある学校行事というふうなものを簡単

に削減するのではなくて、とにかく子供たちのためになる行事であれ

ば積極的に実施してほしいというふうなことを、お願いしておりま

す。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） そんな中で当然学校行事、子供たちが楽しみにしている

運動会だったり、あとは小学校６年、中学校３年となると一番楽しみ

なのは修学旅行なのかなと思います。特に、中学校３年生は最後にな

りますけれども、高校に行けば別ですけれども、そんな中、今東京に

はちょっと行けない。関東方面には行けないという現状ですけれど

も、その辺について教育長は、例えば、大阪方面とか関西方面に行く

とか、修学旅行は中止しなきゃいけないのかとか、さっきは極力実施

するようにということを言っていましたけれども、その辺どのように

お考えですか。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 繰り返しになりますけれども、とにかく校長先生方が

どういう思いで子供たちを預かり、どういう子供たちになってほしい

からそういう行事をするんだという、こういう明確な意思をお二人の

校長先生はお持ちですので、なるべくそれがかなうようにしてまいり

たいというふうに思います。中学校の校長は、東京はやっぱり厳しい

だろうなというふうな話をしていましたので、日光あたりに１泊目、
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あるいは２日目あたりを考えているようでございます。その周辺かな

と思ったりしておりますけれども、とにかく２泊３日の修学旅行は実

施したいというお気持ちですので、ぜひお願いしたいというふうに思

います。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） ぜひ、楽しみにしている子供たちのために、知恵を絞っ

てもらいたいなと思います。 

    次、３つ目で学習の遅れを複数年で解消する計画、対策ということで

質問しましたが、学習の遅れを解消するには先ほど夏休みは12日間、

冬休み２日間短縮し、土曜日の授業も考えていますよということを言

われましたが、この間、例えば、夏休み10日ぐらいで、冬休み３日ぐ

らい短縮し、土曜日の授業を９日ぐらいやれば、カリキュラムは確保

できるよという考えの校長先生がいるみたいですけれども、その辺に

対して教育長はどのようにお考えですか。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 校長先生のお考え、いろいろな分析をしながらそうい

うふうなお考えを持っていると思いますので、ぜひそれを見させても

らって私が理解すれば、ぜひ、お願いしたいというふうに思っている

ところです。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） 子供たちの学習の遅れを取り戻せるよう、土曜日の授業

も実施してほしいなと思います。 

    次、給食・食育の取組についてなんですけれども、配膳方式の対策が

弁当箱を配付するという内容みたいですけれども、その対策の中で食

後、食べ終わった後はどのように対応していくのか、ちょっとお伺い

いたします。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えします。 

    小学校・中学校とも新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインとい

うものをつくっておりまして、その中に給食時の留意点というものも

書いてございます。小学校におきましては、一度配膳されたものは戻

さないとか、あとは食後歯磨きをしているわけですけれども、当面歯

磨きを飛散する可能性があるのでしないとか、その辺のことをガイド
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ラインに基づいて実施したいということでお話をいただいておりま

す。中学校におきましても、同じように給食時の留意事項を持ってお

りまして、こちらもやっぱり、食後は当面の間は歯磨きのほうをしな

いで、給食時の消毒等も先生方で分担をして、子供たちじゃなくて先

生方が拭いて消毒等を行うというようなことをガイドラインのほうで

示されておりますので、そのような形で対応していくということにな

ると思います。 

議長（石川良彦君） 赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） そのガイドラインに沿って、しっかり対応してほしいな

と思います。 

    では、大きい大綱の２番の中で、部活動の顧問の教諭の負担軽減はど

うなっているのかいうことで回答はもらいましたが、当然最近土日の

練習をどちらか休んで対応している中で、練習時間に制限があり競技

能力が向上しない、または体力低下につながるというところで、各部

活をスポーツ少年団に登録してはどうかと考えます。というのは、地

域で子供たちを育てる意味でもいいのかなと考えますけれども、その

辺どのように考えているでしょう、教育長。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。教育長。 

教育長（鳥海義弘君） この部活動とスポ少の線引きにつきましては、私ども

が中学生の頃からすごく課題になっていたところでございます。非常

に両方とも長い歴史があり、メリットもデメリットもあるわけでござ

いますので、その辺時間をかけながら検討してまいりたいというふう

に思っております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） そんな中、去年ですか、９月に部活動指導員という制度

というんですかね、それが設けられるよということでありまして、そ

んな中、一般質問で前も言ったんですけれども、「採用する考えはあり

ますか」ということを前の教育長に聞いたとき、「ありません」という

ことでしたが、教育長変わったのでその辺をどのようにお考えかお聞

きします。 

議長（石川良彦君） 先ほどの答弁で足りないということですか、先ほど答弁

いただいた内容と同じ質問なんですが。「検討する」という答弁いただ

きました。 

３番（赤間茂幸君） わかりました。 
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    それでは、次、スポーツ少年団の各種指導員の育成対策はということ

でお伺いします。 

    スポーツ少年団が年々減少している中で、保護者の負担は大変大きい

です。そんな中、スポーツ少年団には助成金が申請によって配付され

ています。各種競技指導員は、自費で資格等を取得しています。ま

た、最近では高齢化しております。若い世代が取得しやすい環境づく

りが必要と考える中、指導員の資格等の取得に対して助成をするよう

なお考えはありますか。 

議長（石川良彦君） 社会教育課長。 

社会教育課長（千葉恭啓君） 御回答いたします。 

    今のところ、役員会を今年なんですけれども、開かせていただいて、

そっちの助成とか、先ほども答弁にありますけれども宮城県のスポー

ツ協会というところから、講習費とかについては助成金をもらえると

いうような形になりまして、それで還元しているというような形でと

っております。 

議長（石川良彦君） 赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） やっぱりそういうことも、なかなか周りに伝わっていな

いという点もありますので、もう少しやっぱりＰＲ、広報活動をして

ほしいなと思います。 

    最後になります。防災体制の充実を図るため、危機管理監の配置をと

いうことで、町長のほうからは人事構想の中で検討しますということ

ですが、富谷市・大和町・大衡村では危機管理監が配置されていま

す。また、台風19号の災害派遣要請に対する認識の違いで、災害派遣

の遅れを生じた経緯があります。自衛隊から私に一度連絡をもらっ

て、総務課長のほうに対応しましたが、もう一度お伺いしますけれど

も、今後どのような災害が起きるかわからない中、各市町村や自衛隊

等との横のつながりや連携が必要と考えます。再度、伺います、管理

監を配置する考えはあるのかどうか。 

議長（石川良彦君） 自衛隊じゃなくて、管理監についてね。町長。 

町長（田中 学君） その前に、19号の際に自衛隊に要請をしようと思って県

と話をしたら、直接、知事と私のやりとりの中で、災害ごみの片づけ

などには自衛隊要請をしないでくれという知事からの話があって、私

も遠慮していたんですが、そうしたら自衛隊のほうから逆に応援した

いというそんなこともございまして、その辺の県と町のやりとりの中

でもう少し明確にする必要があるなと、こんな考えを持っていたとこ
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ろであります。この際、自衛隊のＯＢの方でも、十分危機管理の専門

監としての知識は十分あろうというふうに思っておりますので、今後

考えてまいりたいなというふうに思っております。 

議長（石川良彦君） 赤間茂幸議員。 

３番（赤間茂幸君） まず、町長からそういう答弁もらいまして、心強く思っ

ております。災害はいつやってくるかわかりませんので、その辺しっ

かり対応してほしいなと考えます。以上で終わります。 

議長（石川良彦君） これで赤間茂幸議員の一般質問を終わります。 

    以上で、本日予定された一般質問を終わります。 

                                           

  日程第７ 陳情第１号 ２０２１年度介護保険法改定に向け介護保険制度

の抜本改善を求める国への意見書提出を求める

陳情書 

議長（石川良彦君） 次に、日程第７、陳情第１号 2021年度介護保険法改定

に向け介護保険制度の抜本改善を求める国への意見書提出を求める陳

情書を議題といたします。 

    ここで、教育民生常任委員会に付託されました陳情第１号について、

委員長より審査結果の報告を求めます。教育民生常任委員長、赤間茂

幸議員。 

教育民生常任委員長（赤間茂幸君） それでは、報告いたします。 

令和２年６月２日 

    大郷町議会議長  石 川 良 彦 殿 

                   教育民生常任委員会 

                      委員長  赤 間 茂 幸 

             陳情審査報告書 

    本委員会に付託された事件は、審査の結果次のとおり決定したので、

大郷町議会会議規則第87条第１項及び88条の規定により報告します。 

記 

    陳情第１号 

    令和２年３月６日 

    件名   2021年度介護保険法改定に向け介護保険制度の抜本改革を

求める国への意見書提出を求める陳情書。 

    審査結果   採択すべきものと決定。 

    以上であります。 

議長（石川良彦君） 以上で審査結果の報告を終わります。 



―４８― 

    これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって質疑を終わります。 

    これより討論に入ります。ございませんか。 

    まず、最初に反対討論の発言を許します。和賀直義議員。 

９番（和賀直義君） ３つの理由により、意見書採択に反対いたします。 

    １、2040年に向け高齢者の増加、支える側の層の減少で、若者にはこ

れ以上の負担増加は耐えられないとの状況にあります。介護だけでな

く、高齢者福祉の財政的環境、人的構成環境は非常に厳しい。そうい

う中で各界の代表、労働組合、経済界、大学教授、老健施設、介護福

祉士等25名の社会保障審議会介護保険部会委員による介護保険制度の

見直しの意見は40ページ余りあり、傾聴すべきであります。 

    昨年10月の消費税アップが実施されたこともあると思いますが、ケア

プランの有料化、要介護１、２の通所介護・訪問介護の地域支援事業

への移行、利用者負担の原則２割などは見送られ、小幅の変更に結論

が出てございます。今国会では、コロナ感染の中で従事する人たちの

特別手当等が議論されており、このような意見書を出すときではない

と考えます。介護保険制度の存続のためには、いろいろな角度、状況

から趣旨の検討は当然で、大いにすべきであり、大郷町議会から検討

まで中止せよとはいかがかと考えます。 

    ２点目、介護職員の処遇改善は10年間で４回、トータルで月平均

5.7万円の改善実績があり、財源の確保の実績と考えます。去年10月の

消費税10％により、リーダー級経験・技能のある介護職員に重点化し

たさらなる処遇改善が実現に至っております。職員の処遇改善、介護

保険料、介護の利用料負担の軽減は、必要な財源をどうするかについ

て検討が必要で、「国費で確保しろ」だけでは議会として無責任と言わ

ざるを得ません。 

    ３番目、介護人材の確保の点では、処遇改善だけでなく仕事の重要性

の啓発、ロボット・ＡＩ等の利用による効率化・高度化の改善が必要

で、賃金の改善だけでは解決しないと考えます。 

    以上３点の理由により、不採択すべきと考えます。御同意のほどお願

いいたします。 

議長（石川良彦君） 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

    次に、反対討論の発言を許します。 

    次に、賛成討論の発言を許します。ございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって討論を終わります。 

    これより、陳情第１号 2021年度介護保険法改定に向け介護保険制度

の抜本改善を求める国への意見書提出を求める陳情書を採決いたしま

す。 

    この採決は起立により行います。 

    お諮りします。本案は委員長の報告のとおり採択することに賛成の議

員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

議長（石川良彦君） 起立多数であります。したがって、本案は委員長報告の

とおり採択とすることに決定いたしました。 

                                    

  日程第８ 委発第１号 ２０２１年度介護保険法改定に向け介護保険制度 

             の抜本改善を求める国への意見書提出を求める意 

             見書（案） 

議長（石川良彦君） 次に、日程第８、委発第１号、2021年度介護保険法改定

に向け介護保険制度の抜本改善を求める意見書（案）を議題といたし

ます。 

    提出者から提案理由の説明を求めます。教育民生常任委員長赤間茂幸

議員。 

教育民生常任委員長（赤間茂幸君） 意見書（案） 

    委発第１号 

                       令和２年６月２日 

    大郷町議会議長  石 川 良 彦 殿 

          提出者 

          教育民生常任委員会委員長  赤 間 茂 幸 

                  賛成者 

                   同委員  石 川 壽 和 

                   同委員  千 葉 勇 治 

                   同委員  田 中 みつ子 

                   同委員  佐 藤   牧 

2021年度介護保険法改定に向け介護保険制度の抜本改善 

を求める意見書（案） 

    上記の議案を、地方自治法第109条第７項及び会議規則第13条第２項

の規定により別紙のとおり提出します。 
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2021年度介護保険法改定に向け介護保険制度の抜本改善 

を求める意見書（案） 

    現在、政府内では2020年の通常国会に向けた介護保険制度の見直しの

検討が進められています。昨年12月16日に中間報告がまとめられ、補

足給付要件の見直し、高額介護サービスの見直しと、負担増が具体化

されました。また、ケアマネジャーが作成するケアプランの有料化や、

要介護１、２の生活援助サービスを市町村が実施する総合事業に移す

などは、今回の中間報告では実施を見送るが「引き続き検討を行う」

とされています。 

    補足給付の支給対象見直しは、現在の入居者を施設から追い出すこと

になりかねない大問題です。これまでも引き上げられてきた利用料負

担で既に支払い困難な事例もあり、これ以上の本人負担は限界です。 

    ケアプランが有料化すれば、介護保険サービスを減らしたり、介護保

険そのものを利用できなくなることになりかねません。生活援助の削

減は在宅での生活を困難にし、市町村による総合事業となれば財政力

の乏しい自治体での事業継続が困難になってしまいます。介護保険法

創設の趣旨である「介護の社会化」、そして政府政策にある「介護離職

ゼロ」の実現からは、遠ざかることが懸念されます。 

    介護の現場では、人手不足が一層深刻化しています。介護福祉士の養

成校では入学者の定員割れが続き、必要な人員が確保できずに閉鎖や

休止をせざるを得ない事業者もいます。介護従事者の処遇の改善が急

がれます。 

    介護保険料は創設時（全国平均月額2,911円）から現在はほぼ倍とな

り、高齢者の生活を圧迫しています。介護保険財政の国費負担増によ

る自治体・高齢者への援助が必要です。 

    サービス削減・負担増の見直しだけではなく、高齢者の生活を守り・

支える制度の実現を求め、以下のことを実施することを求めます。 

記 

    １．ケアプランの有料化、要介護１、２の生活援助削減など、サービ

スの抑制や負担増につながる制度見直し・検討は中止すること。 

    ２．介護支援専門員等も含め、全ての介護事業所に従事する者の賃金

を大幅に引き上げ、労働条件を抜本的に改善すること。 

    ３．介護保険料、利用料が負担増にならないこと。必要なときに必要

なサービスを受けられるよう、制度の改善を図ること。 

    ４．介護保険財政に対する国の負担割合を引き上げること。そのため
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の財源を国費で確保すること。 

    以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。 

                        宮城県黒川郡大郷町議会 

    以上であります。 

議長（石川良彦君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

    これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって質疑を終わります。 

    これより討論に入ります。ございませんか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 討論省略の御発言がありますので、これをもって討論を

終わります。 

    委発第１号、2021年度介護保険法改定に向け介護保険制度の抜本改善

を求める意見書（案）を採決いたします。 

    この採決は起立により行います。 

    お諮りします。本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を

求めます。 

〔賛成者多数〕 

議長（石川良彦君） 起立多数であります。したがって、本案は原案のとおり

可決されました。 

                                    

議長（石川良彦君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

    本日は、これにて散会といたします。 

    御苦労さまでした。 

           午 後  ２時４３分  散 会 

                                    

    上記の会議の経過は、事務局長 遠藤龍太郎の記載したものである

が、その内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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